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ま
す
n

の
た
め
の
資
材
の
搬
入
滋
泌
総
総
左
側
判
総
務
一
不
在
行
う
場
所
は
、
い
ず
み
台
骨

第
Z
小
学
伎
の
い
哨
改
総
本
殺
は
2
ヵ
掴
惜
別
河
持
品
抗
地
内
土
砂
点
線
な
ど
の
問
中
、
む
と
し
た
阪
縦
約
問
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

年
鮎
校
本
総
と
し
て
鉄
筋
校
舎
を
建
設
題
が
あ
る
む
め
機
係
機
関
主
総
力
的
に
栄
と
い
ず
み
耐
の
間
約
9
ヘ
ク
タ
ー
ル

し
ま
す
切
除
将
帥
賄
工
事
も
湖
北
中
学
校
折
術
を
最
ね
て
い
ま
す
。
と
川
氏
本
中
内
山
崎
げ
臨
時
へ
ク
タ
ゐ
8333?

ん
で
沼
早

と
綴
3
小

学

校

で

行

い

ま

す

財

務

4

j

小

機

水

滋

燃

‘

関

部

皮

肉

継

続

事

業

で

す

の

ま

た

校
学
絞
め
防
虫
H
改
築
時
打
ぷ
棋
は
2
ヵ

年

第

2
次
拡
張
事
借
地
約
一
織
と
し
て
久
新
本
地
区
も
挙
総
合
汲
め
た
い
と
考
え

尚子小
縫
村
瓶
事
業
の
例
制
州
で
、
鈴
衛
庁
的
正
式
寺
家
浄
車
場
開
他
殺
が
一
竹
わ
れ
て
い
ま
し
て
い
ま
す
“

相
続
可
が
あ
り
し
だ
い
談
会
に
議
案
し
た
た
が
こ
の
ほ
ど
お
光
成
仁
、

5
月
初
日
に
機
繍
紛

桝

い

と

考

え

て

い

ま

す

ひ

ま

た

奪

事

業

震

も

終

り

、

霊

譲

に

援

護

霊

童

書

、

将

来

壊

に

凶
施
行
で
行
う
久
寺
草
案
警
護
さ
れ
て
い
ま
す

ω

た
が
っ
て
今
夏
は
対
処
す
る
防
災
拠
点
と
し
て
の
撃
か

設
場
内
総
縁
部
出
閣
も
燃
側
酬
に
す
す
ん
で
い
十
分
な
本
全
然
的
刊
で
き
み
も
の

E
稼
倍
ら
多
糸
約
に
符
轍
約
ゃ
い
議
ね
温
盤
的
問
討

議

ま

す

0
2小
学
校
校
庭
拡
張
の
た
め
し
て
い
ま
す
n

製
品
成
し
ま
し
た

E

こ

妥

高

!
の
燃
油
只
収
と
そ
の
造
成
不
本
も
本
悲
し
か
し
給
水
人
口
町
梢
加
で
本
絞
瑚
山
開
設
災
会
で
慎
重
に
務
殺
し
て
い
た
幻

血
夜
中
に
完
成
さ
せ
る
渋
川
聞
で
ホ
備
を
滋
滋
は
年
々
地
期
的
一
一
織
を
た
ど
っ
て
い
い
た
結
果
、
一
応
的
締
約
に
淡
し
務
申

め
て
い
ま
す
η

る
ζ

と
と
、
地
下
本
的
汲
み
上
げ
が
離
を
品
開
ま
し
た
の
守
後
関
係
機
関
と
器
開
縫

紋
後
に
殺
孫
子
中
学
校
円
分
総
校
総
し
く
制
時
制
刷
局
C

れ
て
い
る
現
状
か
ら
、
将
令
汲
め
て
ま
い
り
ま
す
心

投
開
問
問
組
に
つ
い
て
中
L
Aあ
げ
ま
す
。
米
本
抗
感
不
足
が
子
怒
さ
れ
ま
す
a

そ
的
機
俗
資

現
在
、
百
点
紡
機
務
会
伎
が
所
街
対
策
と
し
て
北
千
務
以
後
点
滅
企
業
開
拓
刊
本
柏
崎
阪
に
創
設
液
凝
係
符
脱
が
磁

す
る
山
林
約
5
W
M
6
0
0
0
一
平
方
ノ
ー
か
、
り
受
本
す
る
た
め
の
第
3
浄
水
場
産
設
然
切
れ
る
ニ
k
い
い
企
り
、
は
月
末
頃
完

計
数
民
側
附
す
る
一
敬
報
告
を
申
し
あ
念
へ
的
1
的
8
0
0
0
万

円

の

積

立

合

い

ま

す

。

ト

ル

的

、

フ

ち

中

学

校

用

地

と

し

て

2
万
総
計
治
問
を
滋
め
な
け
れ
ば
な
B

り
宍
今
燃
す
ゐ
予
定
と
な
ヮ
て
い
ま
す
。

ま

す

。

禽

め

、

歳

出

総

額

拓

慾

5
0
0
0
庁
内
閣
州
北
小
学
校
内
務
築
工
事
は
S
H門部

8
0
0
0
平
H
メ
ー
ト
ル
税
肢
を
…
災
級
年
伎
は
用
地
を
取
得
し
て
い
き
た
い
考
保
存
料
は
父
兄
的
方
々
の
ご
機
燃
を

v

昭
和
田
年
度
一
絞
余
計
手
続
的
決
採
余
と
7
抽出
2
0
0
0
一M
m門
命
的
織
的
貯

U
M

に
竣
工
し
、
我
伝
子
中
断
ア
後
防
持
改
し
、
討
年
度
将
校
舎
め
戸
…
し
て
総
数
地
中
え
で
す
。
得
な
が
ら
少
し
ず
つ
附
則
的
議
機
関
酬
に
近

見

込

み

畑

町

を

得

て

決

綴

が

n品
川
崎
ま
札
て
い
ま
す
。
築
工
事
も
4
月いい同時
T

品
、
税
在
特
別
校
時
閣
を
干
す
め
て
い
ま
す
u

し

か

し

、

こ

争

建

築

協

泌

づ

け

て

い

態

と

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

ニ
ニ
数
都
来
、
地
方
財
政
は
惜
別
代
目
見
や
ぬ
郎
知
子
閥
抗
南
口
郡
市
再
開
開
発
事
滋
総
輸
相
め
終
期
を
閲
柏
し
て
い
ま
寸

n

内
総
綾
子
公
地
凶
川
辺
に
は
淫
綴
文
化
防
災
分
淡
が
住
む
僚
を
更
に
快
過
な
円
相
緩
悩
社

間
的
危
険
に
藍
覆
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
平
4
n
H
I
B
M刊
で
都
市
再
開
附
泌
総
ブ

iuN
的
新
設
事
業
は
、
総
沈
治
紛
が
ん
静
作
出
し
処
理
に
つ
い
て
線
治
則
仰
と
咋
筑
波
に
し
よ
う
と
す
る
緩
銭
的
問
的
此
肉
、
ぶ
品
制
緩
組
問
除
籍
手
当
は
対
政
危
機
に
絞

本
市
町
昭
初
日
年
中
胤
…
機
会
計
予
蘇
は
当
係
を
設
澄
し
、
務
総
玲
事
政
論
へ
事
実
小
学
校
・
潟
本
内
市
凧
小
伊
川
拭
・
合
的
続
出
陣
中
で
す
。
ま
た
介
機
校
時
暗
殺
は
名
品
開
に
よ
り
、
大
規
似
山
削
減
殺
に
対
し
行
政
一
闘
し
一
時
的
に
そ
め
父
山
闘
し
が
浦
町
村
の

向
日
ゑ
叫
削
減
の
徽
蹴
概
し
た
抗
措
織
と
徴
収
強
上
の
ス
タ
i
}を
糸
、
り
ま
し
た
。
小
学
佼
T
6同
月
米
首
な
い
し
7
H月
初
勾
向
山
日
摘
を
必
終
止
す
る
の
で
、
跡
的
政
削
指
織
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
京
説
的
措
に
h
切
っ
て
い
ま
し
た
が
、
放
も
便

化
、
そ
し
て
厳
選
し
た
事
業
…
の
執
行
、
時
体
中
日
月
に
発
足
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
め
か
%
成
そ
め
ざ
し
工
事
に
若
干
し
て
い
か
ら
も
党
分
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
総
本
品
刺
殺
(
徐
)
と
平
祁
不
動
産
{
株
〉
党
ナ
る
係
緊
的
あ
る
熊
各
議
等
に
対
す

…
帥
刊
行
政
経
費
内
出
裂
を
行
っ
て
静
ま
ト
チ

i
ム

も

調

査

、

時

間

交

糸

魚

ね

，

融

問

ま

す

勺

号

、

え

て

い

ま

す

。

的

施

行

区

域

的

建

築

協

援

が

ま

と

ま

り

る

宇

奈

は

‘

四

月

全

策

総

同

開

僚

に

伏

線

し

た

由

ヱ

間

関

係

者

と

'

世

間

川

で

総

務

な

ど

も

行

い

第

2
小
学
校
的
問
閣
総
終
収
は
、
池
端
県
立
高
等
学
校
め
級
品
川
は
、
続
本
間
同
認
可
申
請
設
が
後
山
山
怒
れ
ま
し
た
a

し
て
い
き
ま
す
。

事
い
に
後
入
警
は
量
し
を
大
き
そ
め
棄
事
ム
宗
総
合
と
し
て
関
係
穏
に
対
工
議
会
主
行
っ
た
の
主
主
一
点
警
護
す
る
作
業
を
行
つ
ニ
れ
に
端
づ
き
句
協
一
審
皇
警
署
長
路
線
総
銭
高
踏

く
上
問
削
る
総
人
的
確
保
が
で
き
会
主
h
%
ま
と
ま
り
ま
し
た
凶
ち
忠
誠
間
開
発
公
社
に
委
託
し
す
す
め
て
て
お
り

.m初
日
年
間
開
設
を
め
w
げ
し
て
公
総
会
を
山
聞
く
準
織
を
す
す
め
て
い
ま
早
川
飾
品
問
的
た
め
国
鉄
当
局
と
的
制
緩

当
初
予
算
に
た
べ
、
市
税
で
2
m
m
6
G

斗
的
内
容
を
参
考
に
し
た
「
災
ぷ
「
い
ま
す
が
、
関
係
土
地
所
夜
祭
九
溝
口
H
か

い

ま

す

ゅ

す

ζ

さ
ら
に
続
本
経
安
帥
凶
地
も
制
帆
ル
肥
料
判
的
に
一
正
掛
し
て
お
り
、
校
行
し
て
絞
ホ

0
0
万
円
・
地
い
々
交
付
税
で
4
刷出
4
0
駅
南
口
都
市
待
問
開
発
俳
初
公
選
」
作
菜

h
h仏
人
制
絞
め
刈
灯
台
い
た
だ
き
ま
し
争
コ
ミ
三
一
テ
ィ
セ
ン
タ
i
総

渡辺穏正事長

不
在
者
幾
禁
は

7
月

9
U
ま
で

市
・
絞
殺
投
雨
前
は
選
挙
の
当
日
や
む
を

併
な
い
用
務
ま
た
は
事
故
の
た
め
札
制
緩

所
へ
行
っ
て
俳
制
緩
が
で
容
な
い
人
め
た

め
に
あ
る
制
緩
で
も
次
に
該
当
す
る
方

は
本
家
指
紋
川
県
が
で
き
ま
す
。

ぬ
護
対
知
子
市
区
域
以
外
出
市
鮒
川
村
な
ど

で
験
務
ま
た
は
事
殺
に
従
事
中
的
均
。

i

⑪
や
じ
を
錦
け
な
い
附
川
務
ま
た
は
事
故
の

た
め
、
終
孫
子
市
内
区
措
以
外
に
旅
行

中
か
布
告
院
中
の
主
。

。
疾
病
・
魚
耐
ヴ
紙
同
開
・
そ
の
総
や
行

が
務
し
く
削
闘
機
な
湾
、
一
蹴
獄
・
少
年
総
・

陥拙滋時制

ι収
容
さ
れ
て
い
る
万
。

V
不
止
問
者
投
-
訟
を
し
げ
ヲ
組
守
合

②
に
諮
当
す
ゐ
々
は
叫
問
時
特
す
各
市
中
務
所

な
ど
の
終
的
統
明
齢
、
投
撰
入
場
券
を

持
務
的
上
、
議
挙
管
理
番
目

A

世
話
ぞ
行
い

ま
す

b

自
)
に
出
掛
ム
引
っ
す
る
胤
噌
白
川
げ
は
耐
獄
事
業
所
な

ど
め
伐
の
説
明
殺
を
♂
耐
え
、
本
人
が
滋

滋
寸
総
点
し
も
旅
行
ま
た
は
滞

ι中
内

出
前
向
片
付
治
学
科
烈
笹
川
H
A
討
で
不
配
者

投
渓
を
し
て
ド
忽
い
‘
制
酬
明
帯
町
発
行
総

長
が
な
い
均
ヘ
H
な
ど
は
綴
明
舎
の
拠
出

が
必
唆
で
す
↑

山
口
に
設
当
す
る
十
A
.

哨
院
に
人
的
地
中
的

打
で
そ
の
務
総
が
主
計
結
志
向
山
議

院
の
と
器
は
も
を
め
哨
耐
久
ま
た
は
授

に
申
し
出
て
一
小
点
者
投
祭
を
し
て
下
b
A
C

勺
ま
た
、
身
体
的
日
開
ね
い
よ
る
静
一
村

山
間
援
な

h

々
に
は
、
山
抗
議
に
い
た
ま
ま
齢

制
械
に
よ
り
桃
代
以
「
き
る
在
宅
役
禁
制
肢

が
あ
っ
ま
す
コ

⑪
に
該
当
す
る
万
は
所
絡
す
る
薬
品
部
所

な
ど
の
民
的
絞
明
世
問
、
校
総
入
場
券
を

待
券
的
上
、
議
挙
管
理
委
員
会
で
行
い

ま
す
a

233 
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車
問

{
)
内
は
、
特
別
隊
導
者
同
時
除
の
適
用
を
受
け
て
い
る
検
品
の
収
入
総

晶
酬
を
こ
え
た
場
合
は
、
総
以
内
年
金
制
度
こ
と
し
の
5
月
分
か
ら
縁
関
附
u

に
よ
る
障
害
福
祉
年
金
的
対
象
と
な
り
所
得
総
絞
め
限
度
額
は
衰
I
丹、

家
す
3

で
す
。

争
点
淵
的
文
品
制
緩
は
、
夜
疲
1
級
母
車
問
こ
的
隊
出
胤
緩
み
は
、
絞
入
か
p

道

で

月

額

耳

官

N
3
0
0
m門、

2
級
僚
容
で
所
持
品
開
除
な
ど
を
一
議
し
一
引
い
た
叫

捗
心
身
に
簿
惑
の
あ
る
お
子
冬
ん
を
繁
月
時
間
1
万
3
5
6
0
m門
?
す
が
、
今
一
都
内
所
得
の
輔
副
で
表
わ
し
叱
も
の
の

必
縫
で
一
途
一
瞥
し
て
い
る
方
じ
交
柿
附
さ
れ
る
の

a
R分
か
ら
さ
ら
に
子
治
務
時
計
上
怒
ら
に
年
間
8
万
円
向
上
機
み
い

a

務
総
総
貌
誕
祭
手
当
内
総
疫
を
ご
存
知
げ
が
子
議
怒
れ
て
い
ま
す
a

ま
た
、
線
祝
日
党
の
扶
義
に
つ
い
♂

で
し
ょ

3
か
胞
マ
夜
一
比
哲
れ
る
所
得
制
緩
緑
樹
児
時
眠
法
じ
よ
る
脇
陣
哨
併
殺

MM険
が
う
け
a

V
手
当
的
対
象
と
支
払
時
綴
法
捕
時
で
巾
追
悼
抗
議
手
当
に
つ
い
て
は
、
所
得
に
よ
る
す
の
で
‘
こ
れ
に
諮
ら
に
半
開
阿
部
万
円

め
る
1
級
又
辻
2
叫
較
に
設
中
期
す
る
緩
い
支
給
制
限
が
あ
り
‘
隊
出
許
制
加
的
畿
管
省
(
斡
付
開
判
断
障
害
者
披
除
的
場
合
総
万
円
一

緩
隠
密
が
あ
る
部
品
議
未
満
の
際
線
旅
を
終
的
収
入
が
一
定
額
以
上
で
あ
る
時
同
川
、
が
ふ
桜
み
に
な
り
ま
す
。

山
崎
般
に
附
槻
が
支
給
す
る
も
の
で
す
e

{

脱

党

総

事

れ

ま

せ

ん

。

し

止

が

っ

て

凝

害

者

慰

除

的

手

続

き

叫

護

室

長

宵

し

て

い

を

と

っ

て

い

る

サ

ラ

リ

ー

7

ン
事
的

併
で
年
間
的
殺
人
的
側
聞
で
み
る
と
特
別

児
産
涙
養
手
当
的
所
間
抑
制
限
は
‘
お
お

む
ね
茨
狂
的
年
間
関
収
入
内
務
に
な
る
わ

と
も
楽
し
い
こ
と
で
し
ょ
、
丸

こ
の
公
開
閣
が
完
成
す
る
左
、
州
時
総
会

中
央
公
綴
に
つ
い
ぞ
市
内
で
2
帯
同
目
的

火
器
さ
の
公
開
閉
と
な
り
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線239 も
とき:役会保!被的機宣立言霊司河護霊又i主義撃

が必要きてeす。

したとき(験場の像機iこ加入してな

必要です。

き{綴{怒力日入餐のみ) : 1滋民健勝f鼠

印祭童、母子健康手綴が必要ですα

後を支給します。)

ったとき:len懇設が必繋です。

き:社会絞殺の被係書賞者託、凶民

行行委藍が必事芝ーです。

るとき:留民総燦íli~重量的被保i没者訴訟王、

したとき:国災議室長著保険の淡保険

こ証明議撃が必要でゆれ くこのとき務

下。}

fごとき:1護隊健康保険的被保険者託、

持ち、図民主1"，詮の湾耳1<1，辱左翼をして下さい。

。c長戸五・後手管:主.Bたお・総務などの変翌さ:凶民機器禁後険め いu

?ま{戦没者託、印鑑が必後ですむ 。絞め年金需iJf絞めを支{来険者ーになったと尋:年金手駁、印銭

。f量殺の合併・分離のと磐:国民議室長支保険的被探検著者紙、 世主的f芋金制]絞め被保険翁謹Eを持ち、医民主手金の主義うた

手n殺が必要です。 守清流きをして下きい。

者》凶{来的機感険者五正を紛失・ iちま員したとき:郎議都合必嬰です。 。子専11'溺民主手選量的被保険者になるとき字選をそ1'1際、災3霊童を

動
強灘保王手1長線年金{係霊宝内線287

〈拠出品i1J~雪渓若手金〉 綴民年余i主、厚生年金保提言、身合員係

長言、共i夜組合など、後Ifl裁にiせするぎた約王手金lこ方言入して

いない人を対象として、:'13脅告、 f薬害誌、死工とについて、年

金や-[守護主の給付を行うことをお釣としていますα

。ヲ虫護持!被保険容:日本l溜内iこ{主んでいる総長誌から絞殺まで

め続本国民で禁事生年余{果告をなどの後F言語雪的年金書議後

的主筆湾をさ老けない人i土、すべて00民年金iこ加入しな

ければなワませんQ

。f法主主主話人被保険お:被用毛主的主手金事iJgまに加入している人

的資己偶者、他的年金制度から連主義昔年長官、僚主菩if-li営者

苦をけられる人とその記録者、 11主的総括芝から遺言室長年金

を告をけられる入、地方公共E主体的苦薬会の議災とその

西日係者、殺閣僚の学設などは、き当然加入する範閥か

ら徐かれますが、希î~察すれば加入することができます。

く加入者の浴f:I:I> ⑬役所を変えたとき:新住所

機的子主区町付。む年余(手

中長、 正容量藍をf寺ちを主i労変

く橋幸止3手金〉 設君主主年金持~j度内妻をだしたき語絡すでにぎ恕紛で

あった人、終疾の状線にあった入、::R:，I土、霞夜長ド金丹後

{采検場j関|習が怒し it主め長手金制度からも年余が告をけられ

ない人iこ対して、全額閥的負f設で年金が支給されます。

く加入者のおf:I:I>

。然言語を変えたとき:1諸民年議室経霊妻、保護霊剖守ちf主完号変緩

織をして下きい。

。支説、周を変えたとき:綴主主年金義援薬害、印ま援を持ち支払廊

変更}認をして下容い。

クリーンセン合一会 (88)0664 

終末処媛セン舎一公 (88)2547 

し尿汲絞め申込.'我孫子市内に殺人きれた方?、汲耳立後所

でi設殺の申込みをされていをい方l土、市役所・各支

所'15-行致i患絡所でま幹込んで下きい。市内で住所が

変わられただも新f主税でのゆibみが必警警とな 1)ます

のでご主主総下きい。車正出される方も市役所級機書籍主主

部で断定の守主総きをしていドきいe

疑的手総きをして…ドさい。 ゴミ円分別収集:繁華善から陥るゴミ lま収集上l綴 lこ従って然

。氏名を襲安えたとき:年金千・ められます。不燃=プミは分意IJI段主義されていますから

中長、印鑑を持ち氏名選~ 'tiH桔ブミ{主主ゴりのやにさ詮かん、 22ピン、プラス

獲の手車交きをしてくど チックなどを入れないで下きい。可燃ゴミはダンボ

さい。 …Yレ!こ入れずに、必ず袋詰めにしてtおして下寺い。
仰をお判明U!!lIlm UJ I:<尚一……m間 一山IIH…11m…川m!!l!lm‘1it:tlUJ1""-，，-，………州制限削"制服1111畑山

市の:ffirつつじJ

{需工芸業(制定茸 (82)7020 務総渋谷総

3330 *三新資空機工縁側鐙(総}77 

神鐙 (82)告055 *総選ミE互設立f絡まま

[俗図J尺設備工業公 (88)3317 (議不問 お気軽に、よご相談ゑイノ

i県宮内総宣告3
C515 
(82) 3811 

山市内の学校へ転校してきた数合!立、

、、た学校で在学税関委と数料霊李総Ej守

f主主史資録をしたのち教務委員会へ

れして下さい。入学j議知舎を交付し

市内てす転居し惨干支が変わる場合

必ましてから教干す委員会で転校図It

在主体した学校内夜学級同月漆と教科事警

て新Lい学校へ千すって下きいα

ご法務者三3月iこ没後を毒事蒸し、 1年

生行っています。毎日の然活iニ変化

めには絡妻子的場です。穣械的な参

.‘ます。

叉自官めまやiこは闘機霊長があります。受話

、ヱtA醤おが後し出 Lおになってい

〈並行政務絞・人様韓議獲さ自談 (FI1鴎) : 1Tま支季開設主宰き員、 人

1態省主言童書主主実と法務長遣の方が、人が生きていく機利が

佼きれている降、 i鐙弱含アドパイス脅してくれます0

0主義律相談(第 1・3火絡日::i室長設中日統、不動員室、離婚

関絡についてJ芋議交的方がお綴えします。

。年金総談(然 1・3木JI議録年長宣告ij絞め鋭日立や手続き

について相談iこ応じます。

。長室康幸日誌斑〈第 1 ・き金量義務どうもこの機彩絵の言均二子

が災くないと怠Lったら絡談にどうぞ。

。心配事務談(若手週月草f~ 8) 校長会総祉協議議会が行ってい

るもめで、近所I汚t:のトラプノレや家庭内的葬話題なとe

も没f寸iすますn

令i商事変革君主苦情総統(第2・4木務総資号令をした降、滋

段がおかしい、ゆi来志電機っていたなど、権総務とし

て不満があった時‘機から来た総古来実が約自主i二Eちと

ます。

。;災後招談(事務 1土E露日)

。その後め相談曹三を{資(毎日市役所‘t住民相談後で千?っ

ています。 (82)4649 

ー語習を?事相繊毛軒保

-資産純採-;1:地繍査保

許言案ー会計時

監査委員企務務局ーを烹務部

選挙菅ま襲畿議会事務潟一…滋挙葦庶務保

護亀縁晶員金事務嘉一一昔務葦食鴻銭

鵠 !Ii器…一鈴菩孫 子，~路舗捕務探・湖北台滋蛸録集移住出掛掛

・用地持
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司ï~言葉受付{系まま内線282

。転入主義:~トコ建悲してきえと尽から 14 B以内iこ、本人か世帯

主、 f投手苦号李総殺が、詩ijf主税で後行した準法t主主正納長持、

年金ずa帳、 f-flま設などをま寺ち届出てくださし、。

令転出腿:号iっ践しする言ljl工、本人語、f仕帯主、 t詮宇野管子機各

が凶民健康{祭告発言正(力詩人者のみ)、 ~n霊堂などを持ち

，漏出て下きい。

。表記Ji'}F，霊:市内で事!っ越した場合、ただちに、年宣言手続

国民長室長美保険絞{主詩人唱すのみ}、印鑑なげを持ち主語

似て下きい。

。変更溺:世帯ーたが交ったり、i!!:惨を合併、分高ました場合

l土、 14B以内i二綴民長室長経保持主主配(加入緩めみ)、巨n
雲監などを持ち主義ulて下さい。

。よ己主主総:出ゑ主義i立、主主まれた臼から14B以内に、牧子品子

flまのほか、本李養先皇、分娩された病院のふる市区町村

でもで'きます。長話IfjIこ必、警警なものは、Ul':E履書〈才覚

事長子市め場合H滋、銭円前日E草野村2i.放) ・印雲監・母

子手続・箆!民健康然l検証〈紛入者のみ}です。

。7EL::f.言:でJくなられた日から 7日以内iこ、次予晶子市、ヌド

案審I也、死亡地iニ主義出てア'""0 7E1ご}忍蓄〈ヰヰ絡が手先

鈴子的場長子1遇、他市区富7害す2通)、t::ll鐙.IT総民主主

淡保険証{加入者のみ} ・凶E己主手金子中長を持ち、貌

絞め行{例外として間際入、家ぎ色、池金、家屋・

3車内管F主務自)が繍t臼て下きい。

。務童話凶:J選出i立、我孫子街、炎・害警の本案審J:t主、所主草地で

できます。泌総に必警警なものは、婚綴長選議事(夫妻議と

建築課譲築係まま内線221

。建築 L卒者・増令改築)しようとするとき:綴市計滅後、

建築さま漁法、藤基地法主主 rにより詰nJ~見きれることがゐ

リます。落工建立に確認E争議議姿をf足以し書室認をtjをけな

ければなりませんQ 業主祭しようとするときは小分t主

怒して下きい。

綴祉事務i'!ii系議f系段内線247
社会f系萱苦肉線248
裕社篠宮宝内線245

f畢 務謀総内線246

φ主主iおfお藍:生的、医療、住宅、教育、生講義、季事総などの

童書閣に闘った命的相談後議。(f家言蔓{晶)

〈ト党議設縞h上:j琴子線、 Eカ漆fiJr、兇玄室主主ななどへ的入所、ね

も市内的場合1，透、どちらか 1人が市内的場合2j滋

2人ともfむの落日記町村なら 3通)、戸籍抄本、 F昇級

などが必警警て'す。

者〉誇長熔届:協議機緩めf語会{止、絞殺存議官奪{夫総とも市内約

主義合1i陸、 1人が前内めf藷モヤ2;'必 ともに併合ト的場

i盈〉、戸籍後ヌド、印露支H濁(チミげfそれぞ'i11俗

ずつ}、 silf主義室長著保険重圧{加入者のみ)、年金手事長

が必著書てがす。

主主将ょの再生終的場合(立、喜怒俸調畿の総本または軍手

宇1)もしくは、判決的機ヌドと般予定証明言勢、戸務総本な

どが必事さです。

~車主事詩潟:f!í・ i勾 iニ本絡を移す場合法、車記事審腐 2 i鏡、さ在頭手雪

初よび自己i応答Aの ~ní援などが必望号です。市内から ft主的

市以前村iニ絡す場合:立、我干長子市からの戸籍総本2

過を狩って、移そうと A立っている市区罷7村に腐上告で

下き L、Q

令印鑑ままま柔:我孫子市iこ俊民登録又然、外問人主主主葉されて

いる方は、 1人 lf箇lこかさ")I'Pま撃の主差益習をすること

ができます。登録するま発令l土、本人が直接表幹議する

とが隊員1)て#すがft;王軍人でも申請できます。

取締に必警警なものは、登録するi'P霊登。代寝室差絞め

場合:立、代竣人i緩!モ騒が必要てがす。印襲撃霊堂録中言者数

iニ法、子打内在住ぞf'pを監登録しである1j1名的保証が

必授です。(保証人的印鑑li淡録してあるき長f'rllこか

ぎつまナ。)

。各交際・行政連絡員長:湖北

ヨ主F斤 (88) 2111・i綴ヰヒ

台2支所 (88)0828・1事

f主支所(約)2358・我

3晶子駅filf:支j主総fi)r(82) 

5317・天道没収行政i東

系各時十 (82) 6231 

P色道芝手当、 児主主絞綾子当 (主士会主装)

令官記庭!氾支援総談室芝家庭主主的の人間関係全長量的組談。

。退去人福祉センター: ミつっと滋iミ{土、主去年怒りのみな""

んの生治安健康で籾るくするために、いろいろな総

首長、健康的効i輩、数緩めi勾よ、レクリェーションな

どを行なっています， (つっと凝っ (88) 0123 

。鈴I'h'?ザーズホーム: とひまわ号室司ミ l土、心身隊得究め

お予言主主i舌め帯主f字訓告裂をしたり、相談めお相手をいた

しますむ {ひまわり綴 (88)2200 

留保年金言葉簡保係会内

〈加入の属街〉

令機場グ)f後{呆をやめた

耳珪言正問持護妻、 巨fl長室

。fl弘前段露I村から転入

い人手持講堂が

令子どもがゑまれたと

軽量丹後{袋詰主;養護夜、

{この降、効jfg

今生活イ最後を受けなく

〈脱退の燈Ul>

令磁場内縫f宗iこ入った

1隊長繁保険絞まま、
~fIln昔ß:町村へ車三 ul寸

印鑑?争協、聖書です恐

令国然的被保険殺が死

者紙、 正担霊藍、 死

祭事寄金交給しま

。主主総{お藍を1l:t子会合め

印怒震が必、喜怒です。

くそのf也の主義1fI>

事認後水道誌をイ務まま

6737 * i変m設立

合主主j絡まま (84) 

40 *総本支業

(88) 8事告*

じ22:ZL27勺弘一〉哩長野 伝 》 錦4yzt
~J綴得者総主上:心身 1ご隆警のある方的争中長の交付、補若喪主毛、 水五遺書官公 (88) 3111~5 〆穏窓Z翠努勢務k 言正問開設委をもらい、

Eを急医者警などめ給付、主主よび更生後務総数への入所、 丸ノげ狩Tl UI!l/II~ 設正明言警2;J換をJ是

約言来援護。湿度際線袋への際空襲警雪幸吉村。 (t議後係) 。水道工務{立浴的手皆定ヱ務総へ:fヰミ径の新事長・改築・検事告 さ詐絞を指紋しま

。殺人総右上:老人ホームへの入所、および送人Ii奪還のキ母音楽

援護合ホームへんパー持派遣。

的交付Q (福祉然、)

。母子?高級:母子家庭や銭安静的方内紛絞。{寺子福祉予そ受その

貸付ω {社会{品)

。E事会長緩言藍:1並立傷病弱、戦没者i援寄託1;A空宇内媛言襲。 芸名同募金。

災護手数励。(社会係)

。各種子主主弱:特秀IJ 気~妻家扶養子ぎ宮、 1醤もt手当、心身障喜子菩気持活

社手議、主Eヰ0;1義塁芝i準審おも富栓'f.さ語、ねたきり老人秋

祭者福祉学当領主上{嘉〉
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のi線、水i藍工芸事的手暴露きと王:機(立市内め指定水i設工 l土、俊民霊長絡を

事1苫ヘ。昭和531f.3 }'j 31 Bまでのヂ設定工務総{主次的 壱出し、今まで

と必')て仰す。*総長完関管工まま (82)0171 翁(鉛支Hl 革命与説明を撃を持

君主機設備工総合 (82)2018 *f紛ミテ緩号変ヱfi'(82) 。公民館総長装:公災自官

2758 *(館岩jj:震後費支fij有fi'(88) 0149 *紛我Hャ子 単位で各機議後

設{詰まま (82)2832 *詳;)告をくみや水遊忠霊堂 (82)02 と幅をもたせる

65 * (Illゆ妻子設備::r:淡所管 (88)0751 *防音議会予設 加を主ヨミ寺ちして

徽::r:議室まま (82)3吉40 *<台)ì攻 :ìn~工・r.:まま (88) 133告 。奴1警の災し HiL :ラミ

*(告}木村*;愛重量{精密 (89)3539 争解{治皮肉言空機fi'竪火日義録、アド総

(89) 1211 *<係機材設備まま (82)5394 *M渋谷 ます。
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E制-3987 1 @!)エデル訪?を長選 !~祐子 11詑 器制…4801

宮'82-5191 I O) iヰE蒔ばら主主f釘歪 湖北古 5-2ゃ 1 宮前一 2211
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月
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県
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なお、言')にJ空除ができる範11誌は

次のとおり

。扶発現総宅事〈入申fYi及び!，iJ}jt;，i'品

il(金問()、 1れにつき24}jrJ

0"，，"1東主華鏡抜・・ 1i同iにつき6Jjド3
0，軍手手持主主徐" 1おじっぉ20}j円

(将耳目障害者は 1れにつき 281j

rJ) 
ひl!;年者hl.tF務総(人総者又法問

主奇華是枝) ..・・ 1f.につき20Jjl:q
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